
 - 1 - 

令和６年７月熊野市教育委員会会議録 

 

１．日  時  令和６年７月 25日（木） 午後４時 00分から 

２．場  所  文化交流センター 多目的ルーム 

３．出 席 者  倉本教育長、根引委員、北野委員、澤田委員 

４．事務局説明員 

       雑賀総務課長、西村学校教育課長、水口社会教育課長、 

中田総務課庶務係長 

５．教育長報告 

６．議  事 

議案第１号 令和７年度以降中学校で使用する教科用図書の採択について 

７．報  告 

   ・クマの出没状況及び具体的対応について 

   ・「高虎サミット in 熊野」開催に向けた取組状況について 

   ・熊野市学校運営協議会委員の報告について 

 

８．その他 

・令和６年度全国学力・学習状況調査結果について 

   ・三重の教育談義について 

・施設訪問について 

 

□開会（開会の宣言） 

（教育長）それではただいまから、令和６年７月熊野市教育委員会議を開催いた

します。事項書に沿って進めてまいります。 

□教育長報告 

（教育長）事項２ 報告、別紙をご覧ください。 

（経過報告、事件・事故等、今後の予定・その他について報告） 

（教育長）それでは、今までの報告の中で質問等ございませんでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）それでは、議案第１号 令和７年度以降中学校で使用する教科用図書

の採択についてお願いします。 

（事務局）（議案第１号 令和７年度以降中学校で使用する教科用図書の採択に

ついて説明） 

※採択に関する内容のため不記載 

（教育長）そうしましたら、令和７年度以降中学校で使用する教科用図書の採択
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について承認いただけますでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）それでは、報告 クマの出没状況及び具体的対応についてお願いいた

します。 

（事務局）（クマの出没状況及び具体的対応について説明） 

（教育長）何か質問ありませんでしょうか。 

（委 員）通学路とは通る道なんでしょうか。それともすぐそこの際近くまで来

たらですか。スクールバスを出す出さないの判断はどのようにされ

ているんでしょうか。 

（事務局）目撃情報を学校に情報提供する中で管理職と協議し、その時の状況に

よって保護者の方の要望等も考えたうえで総合的に判断する中で決

定させていただきます。 

（委 員）その時その時の状況に応じで判断ということですね。 

（事務局）そうですね。かなり近づいてきているような状況がありましたら危険

ということが考えられますし、特に親子の場合は、母熊が子熊を守る

ために狂暴化があるような話も聞かせていただいたりすることもあ

りますのでそのあたりも考慮させていただきます。 

（教育長）少し補足させていただきます。紀和町につきましては、その付近に人

家が少ないんですよね。オートキャンプ場なんかは１軒もないような

所を通るということで、もし出た場合は危険度が高い。出やすい場所

であるという判断を最終的には、教育委員会がするんですけど学校の

意見をしっかり聞いています。そのうえで決めていくということです。

その他ありませんでしょうか。それでは報告ですのでこれで終わらせ

ていただきます。続いて「高虎サミット in 熊野」開催に向けた取組状

況についてお願いします。 

（事務局）（「高虎サミット in 熊野」開催に向けた取組状況について説明） 

（教育長）質問等ありませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）ありがとうございます。続いて、熊野市学校運営協議会委員の報告に

ついてお願いします。 

（事務局）（熊野市学校運営協議会委員の報告について説明） 

（教育長）続いて、事項書の５ その他に入ってまいります。令和６年度全国学

力・学習状況調査結果についてお願いします。 

（事務局）（令和６年度全国学力・学習状況調査結果について説明） 

（教育長）全国学力・学習状況調査結果について質問等ございませんでしょうか。 

（委 員）これは小学校６年生が対象ですか。 
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（事務局）そうです。 

（委 員）中学校は中学校３年生ですか。 

（事務局）そうです。 

（教育長）よろしいでしょうか。続いて（三重の教育談義について説明）（施設

訪問について説明） 

（教育長）全体を通して質問等ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）それでは、これをもちまして令和６年７月教育委員会会議を閉じさせ

ていただきます。次回の開催ですが、８月 29日木曜日午後４時から

当会場を予定しております。本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


